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序

敷島町の南部は荒川によって形成された扇状地形を成し、平成 5

年に行われた『遺跡詳細分布調査』ではこの南部地域に多くの遺跡が

分布していることが明らかとなりました。

近年この地域では頻繁に開発が行われるようになり、敷島町として

埋蔵文化財の保護が急務となってきています。

末法遺跡は平成 5年の分布調査によって包蔵地として登録され、

平成 12年に民間開発による調査で、はじめてその存在が明らかとな

りました。

ここに報告いたします第 3次調査では、古墳時代の遺構をはじめ、

縄文時代から中世までの幅広い遺物が出土をし、新たな歴史を提示す

る結果となりました。 (

今後は、調査で得られました成果を後世に伝えるとともに研究、教

育、生涯学習の資として多くの皆様に幅広く活用していただければ幸

いです。

最後に、有限会社総信及び地権者の文化財保護に対する深いご理解

の下、調査が実施できましたことに感謝するとともに、ご指導、ご協

力を頂いた関係各位にお礼を申し上げ序といたします。

平成 16年 3月

敷島町教育委員会

教育長 山 日 正 智



例

本書は山梨県中巨摩郡敷島町大下条地内に所在する末法遺跡 (第Ⅲ次)の発掘調査報告書である。

本調査は宅地造成に伴つて、敷島町文化財調査会が主体となり実施した。実務は同調査会より委託を受け

た柳 日本窯業史研究所が調査員を派遣し、調査会として行った。

調査は試掘調査を敷島町教育委員会小坂隆司が担当し、平成15年 1月 15日 ～同年同月20日 まで行い、本調

査を三輪孝幸が担当し、平成15年 3月 31日 ～同年 5月 2日 まで行った。

本書の執筆・編集は第 1章を大蔦正之 (敷島町教委)、 小坂、その他を敷島町教育委員会 。同文化財調査

会の指導のもと二輪が行い、倉田有子の助力を得た。遺構写真は図版 2-3B号 住居跡、図版 3-4号住居

跡は大鳥、他は三輪が撮影した。また、遺物写真は河野一也が撮影 。現像・焼付けを行った。

本書に係る出土遺物及び記録図面、写真などは敷島町教育委員会で保管している。

調査組織は次の通りである。
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住居内の遺物の出上位置は、個体の判明するものについてP□番号で取 り上げ、位置とレベルを記録した。

それ以外の土器片については住居を4分害Jし、北東方から時計回りにアルファベットをふって取り上げた。

挿図の北は磁北を示し、レベルは標高を表している。

挿図の縮尺は遺構が住居 。溝 1/60、 土坑 1/40、 遺物は土器 (縄文・弥生・土師器・須恵器)、 土製品

が 1/3、 中世土器・陶器・舶載陶磁、石製模造品 。原石・フレークが 1/2、 石鏃が 2/3、 打製石斧・

磨石・砥石が 1/3、 石皿が 1/4、 管玉・ガラス小玉が 1/1で ある。

遺物観察表の寸法は上から口径、器高、底径を示し、数値の ( )は復元寸法である。

遺物番号は本文・挿図・観察表 。図版で統一してある。

挿図に使用した記号は以下の通りである。
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第 1章 遺跡をとりまく環境

1.遺跡の立地と環境 (第 1図 )

敷島町が所在する甲府盆地の北西部は、奥秩父の金峰山を源として南流する荒川によって形成された緩やか

な南傾斜の扇状地形である。敷島町は扇状地の扇頂部分に位置し、荒川を挟んで対岸は甲府市となる。この一

帯の西側には、盆地北西部にそびえる茅ヶ岳によって形成された赤坂台地が南北に延びてお り、」R中央線付

近において終息する。この台地の西側には大河釜無川 (富士川)が、また東側には小河川貢川が南流する。

一方、周辺北側はこの扇状地形の背後を担うように片山が東西に伸び、さらに片山の東端から南側へ舌状に

湯村山が張り出す。

このように甲府盆地の北西部は、東西北部の三方が台地と山々によって 「コ」字状に取 り囲まれ、しかも南

側の盆地に向かって開日し、まるで天然の要害を形成するかのような特殊な地形をおり成している。

このうち、荒川の右岸に位置する敷島町は、町域南北約 17 km、 東西約 4kmと南北に細長い町である。

本町はおおよそ北部の山間地帯と南部の扇状地域に大別されるが、町域のほぼ 8割は標高 1,704mを測る茅

ヶ岳や曲岳、太刀岡山などの山間地帯 (一部丘陵)か らなっている。

一方、町南部は上述した荒川による扇状地形上にある。東には荒川、西は貢川が流れ、東西を河川で挟まれ

た地域となる。この扇状地上には、南北に二つの微高地 (自 然堤防)が走っており、この微高地上に古代から

の生活の営みが連綿と続いているのである。

2.周辺遺跡と歴史的背景 (第 1図 )

近年頻繁に発掘調査が行われている町南部の遺跡について時代ごとに概観していくこととする。代表的な遺

跡は 9遺跡が上げられる。

縄文時代 町内では現在のところ旧石器時代の遺跡は確認されておらず、人々が生活していた最も古い痕跡

は縄文時代からである。これまで 11軒の住居跡が発見されている。

代表的な遺跡には、原腰遺跡②、松ノ尾遺跡⑤、金の尾遺跡③などが上げられる。

原腰遺跡はこの時期には稀である埋甕炉を有する縄文時代前期末の住居跡が 1軒発見されている。

金の尾遺跡では、これまで 6回の調査がおこなわれ、1987年の中央高速自動車道建設による第 I次調査で

住居跡計 8軒 (前期末 1軒、中期 7軒 )、 さらに第Ⅳ次調査で住居跡 1軒と竪穴状遺構 1基が確認された。

また、松ノ尾遺跡の第Ⅲ次調査でも中期中葉にあたる住居跡 1軒が確認されているが、もっとも濃密に該

期の遺構 。遺物が確認できているのは現在のところ金の尾遺跡である。

弥生時代 金の尾遺跡③があり、県内外を代表する大変重要な遺跡である。これまでにⅥ次に渡る調査が行

われてお り弥生時代の住居跡 33軒、方形・円形周溝墓 24基をはじめ、南北の集落跡を三分すると考えられ

るV字の溝などが発見されており、県内で最も古い方形周溝墓群を有する弥生時代後期の集落遺跡として著

名である。遺物は、中部高地系の土器と東海系統のものがともに出土していることから学術的にも貴重な資料

を提供している。

また、第Ⅵ次調査では遺跡の外側を巡るとみられる環濠跡も幅 3m、 長さ 55mに渡って確認されている。

古墳時代 これまで 7遺跡においてその存在が確認されている。

前期の遺跡は、原腰遺跡②、松ノ尾遺跡⑤、三昧堂遺跡⑥、御岳田遺跡⑦、金の尾遺跡③、末法遺跡①など

が上げられ、各遺跡ともS字状の台付甕、壺、高杯などが多く出土している。

御岳田遺跡 (I次)では落込み内から水晶の原石 8点と水晶製丸玉の未製品 1点が、末法遺跡 (Ⅱ 次)で

は 1号住居跡から緑色凝灰岩質の加工途中の管玉 1点と剥片類が出上し、該期の工房跡の存在が予測される。

金の尾遺跡 (Ⅳ oⅥ次)で も該期の多くの遺物が出土しており、とくにⅣ次調査では本町で初めての発見と
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なる前期の周溝墓が 2基確認されている。

中期の遺跡は、御岳田遺跡⑦、金の尾遺跡③、末法遺跡①でそれぞれ住居跡 1軒がみられる。

末法遺跡 (I次)は 1号住居跡から甕、壺、高杯、辱などが出上し、しかも器種とその量が充実している。

金の尾遺跡 (Ⅳ次)1号住居跡や御岳田遺跡 (I次)2号住居跡でも蓬、甑、ITh、 高不が出土している。

後期の甲府盆地北西部では、6世紀中頃から横穴式石室を有する大型の後期古墳が築造されるようになる。

代表的なものに荒川左岸の甲府市湯村に位置する万寿森古墳(4)や県内で 2番 目の石室規模を誇る加牟那塚古

墳(5)が存在し、この頃本地域は県内でもかなり大きな勢力拠点となっていたことが窺える。

さらに、6世紀末～7世紀前半には町の南部を群集墳 (千塚・湯村古墳群―甲府市、赤坂台古墳群―双葉町・

竜王町)が取 り巻くようになる (第 1図●印)。

町内においても戦後間もない頃、4・ 5基の古墳が確認できたようであるが、現在では荒川右岸沿いに北か

ら大塚古墳(29)と大庭古墳(30)が存在するのみである。ちなみに、松ノ尾遺跡の第 I・ Ⅱ次調査ではおそらく

荒川の氾濫によるとみられる大規模な流路跡が確認されており、 これによって運ばれてきた土砂と考えられる

黒色包含層中から須恵器の藤、金環、勾玉、ガラス玉、切子玉、臼玉、鋼鏃、鉄鏃、鉄製刀子など古墳の副葬

品とも思われるものがあり、中には災害により流されてしまった古墳もあったと考えられる。

当時の人々が暮らしていたとみられる住居跡は、現在松ノ尾遺跡において非常に高い割合で発見されてきて

おり、周辺遺跡の発掘状況から比べても遺構 。遺物が最も集中していることが窺える。とくに、第 I、 Ⅱ、V

次調査では、住居跡が複雑に重複して確認されてお り、しかも第 Ⅱ次調査では一辺約 7m、 第V次調査で一

辺約 8.5mと 約 8.0× 6.Om、 第Ⅶ次調査でも一辺約 7.7mを測る大型の住居跡が発見されている。

そして、古墳時代の終わり頃には通称敷島台地の南西部に天狗沢瓦窯(61)が構築され、操業を開始するよう

になる。出土した瓦や須恵器等から 7世紀後半 (白 鳳期)に位置付けられ、県内最古の瓦窯である。

この時期に併行する集落跡は、松ノ尾遺跡で徐々に確認されてきているが未だその数は少ない状態である。

さらに天狗沢瓦窯跡で焼かれた瓦が供給されたであろう寺院跡も残念ながらいまだ発見されていない。

しかし、近年松ノ尾と村続遺跡③で布目瓦などの出土がみられ、今後両遺跡での更なる調査が期待される。

奈良・平安時代 該期の遺構は町内で現在もっとも数が多く、住居跡軒数だけでも 100軒以上に上る。

これまでの調査成果をみると、奈良～平安時代初め頃にかけての遺構は未だ発見例は少なく、むしろ平安時

代中頃～末頃にかけて急激に増加をみせる。 10。 11世紀ごろの集落跡が主体を占めている。

松ノ尾遺跡⑤はこれまでの 7回の調査で住居跡 37軒 と堅穴状遺構 10基が確認され、次いで周辺の三味堂

遺跡⑥、御岳田遺跡⑦、金の尾遺跡③、末法遺跡①などでもその分布の広がりがみられる。

一方、町南部の北側では、山宮地遺跡③、原腰遺跡②などがあり、村続遺跡③では調査面積が約 300だ と

狭小であったが計 86軒の住居跡が発見され、大規模な集落跡の様相を呈することが分かってきている。

各遺跡出土の遺物をみると、膨大な量の土器と墨書土器をはじめ須恵器、緑釉陶器、灰釉陶器などの陶磁器

類、また鍛冶関連遺物や鉄・鋼製品などがある。特殊なものには、松ノ尾遺跡で円面硯(4個体分の破片 )、 銅

製の帯金具などがあり、しかも 10～ 12世紀の早い段階から中国産 「貿易陶磁」がもたらされていることが最

近明らかとなってきた。器種としては碗、皿、水注などの類が出土している。

平安時代末頃には、原腰遺跡、村続遺跡、松ノ尾遺跡、御岳田遺跡、不動ノ木遺跡などで集落が営まれてい

る。中でも、松ノ尾遺跡は金鋼製小仏像 2躯、村続遺跡では銅製小仏像の台座が 1躯出土してお り、 これ ら

はその出土状態や共伴遺物、文様・鋳造方法などからおおよそ 11～ 12世紀代の所産とみられている。

中世 該期の明確な遺構が確認されているのは、松ノ尾遺跡⑤と山宮地遺跡③の 2遺跡である。

松ノ尾遺跡は、第Ⅶ次調査において一辺約 5.2m、 最深部約 40 cmを 測り、竪穴内に人為的に石が敷き並

べられた堅六状石組遺構が 1基発見され、周辺からは土師質土器や青磁片などが出土していることか ら、お

そらく平安末～中世初頭の遺構とみられる。この石紅遺構の周辺にはピット群があり、近接したピット内から

仏像頭部にみられる螺髪 1点が出土している。
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山宮地遺跡では、近年 15。 16世紀代に相当する遺構や遺物が調査成果として上がっている。

第 I次調査ではカワラケや古銭などが出土した竪穴状遺構 1基や土坑などがあり、さらに第 Ⅱ次調査にお

いて堅穴状遺構 4基、土坑 14基が発見されている。とくに後者の調査では、竪穴状遺構から計 17点の銅製

仏具類がまとまって出土している。

山宮地遺跡の東脇には前述の穂坂道と南北に直行して南北朝時代に「御嶽道」が発達するが、この古道は修

験道の霊場であつた金峰山信仰の登山口であったようである。

また、第Ⅲ次調査でカワラケと古銭が埋納された計 32基にのぼる土墳墓群も検出され、本遺跡は極めて部

分的な調査であるにもかかわらず中世遺構が広範囲に埋蔵されていることが明らかとなってきている。

本遺跡の東隣には御嶽道を挟んで調査の手がこれまで一切入ったことのない大庭遺跡があり「甲斐国志」古

蹟部では宇大庭に武田家の家臣であった「土屋惣蔵昌恒」屋敷跡(66)が存在したという記述もみられ、山宮地、

大庭遺跡周辺のこの一帯は本町における該期の様相を考えていく上でも今後重要な地域であるといえよう。

このように、近年の発掘調査の成果によりこれまで判然としなかった敷島町内の各時代の様相が徐々に明ら

かになりつつある。今回報告する末法遺跡についても、最近の調査で古墳時代前期から中期にかけての集落跡

の存在が詳らかになってきた。以下、末法遺跡の第Ⅲ次調査についてみていきたい。

＼

第 2図 調査区位置図
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第 2章 遺構と遺物
1.堅穴住居跡

1号住居跡 (第 4・ 5図、第 1・ 14・ 18表、図版 1・ 4・ 13)

本跡は中央区の中央、E・ F-2・ 3グ リットに位置し、上面が削平されている。住居は北西隅、南東隅が調

査区外に延び、南西部は 2号方形周溝墓を切つている。平面形は隅丸方形で、規模は南北 5,8m、 東西 5,7m
である。主軸方位は N-16° ―W。 床面は軟弱で北東隅が削平された。外周には幅 1～ 2m、 深さ 11～ 22 cm

の溝が廻つている。ただし、溝の埋積土中では貼 り床などの痕跡を認めることはできなかった。溝中の四隅に

小穴を確認し、柱穴と推定される。大きさは径 53～ 80 cm、 深さ 26～ 33 cmである。中央には長さ 30 cmほ ど

の川原石が床面に埋め込まれていた。周囲に焼土は認められなかったものの、川原石に被熱の痕跡が認められ

たことから炉と推察される。遺物は北壁際の確認面付近で土師器台付甕(7)、 甕(11)、 南側で土師器器台(2)が

出土した。また、管玉(12)が南西側の埋積土上層から出土した。遺物は遺構上面を覆う包含層より多くの上師

器小片が出土したが、遺構の埋積土中からの出土は僅かであった。

7。
1争

■塵

1号住居跡埋積土
1 暗灰褐色砂質土
2 赤掲色砂質土(1層が酸化により赤化)

3.茶褐色土(径 l cmの淡掲色土塊、径 1～ 2 mm淡 褐色土塊、炭化物少量含む)

4 茶褐色土(径 5～20 mm淡褐色土塊多く含む)

5,淡褐色土(茶褐色土混じる)

6.茶褐色土(径 5～ 20 mm淡 茶褐色土塊、3～20 mm黒色土塊多く含む)

第 4図  1号住居跡

-6-

却
／

ヽ
。 ヽ

（日



く尽熙#杉彩易多そそ/1

91 1 lI I    と皇Pm

拳     13

♀ l : I I rm

第 5図  1号住居跡出土遺物

12

③

同
日
Ｕ

0         2cm
l  l  l  l  l

-7-



2号住居跡 (第 6～ 8図、第 2・ 14表、図版 1・ 2・ 5。 6・ 13)

本跡は中央区の南西隅、G・ H-1・ 2グ リットに位置し、3A号住居跡と2号方形周溝墓を切っている◎

また、4号住居跡と接するも調査区内では新旧を確認することはできなかった。全体の約 2分の 1が西側調

査区外にあるため全容を認めることができなかった。平面形は北東隅が直角に近く丸みを持たないが隅丸方形

と推定される。規模は南北 6.5mで東西は南壁で 3.7mを確認した。主軸方位は N-5° 一W。 確認面からの

深さは 13～ 15 cmで 壁は緩やかに外反する。床面は硬化面を認めることができず、表面はやや凹凸があるもの

のほぼ平坦であった。南東側で柱穴と推定される小穴を確認した。大きさは径 45 cm、 床面か らの深さ48 cm

である。柱穴の南西側には貯蔵穴が設けられ、平面形は方形、大きさは 100× 90 cm、 深さ46 cmで ある。ま

た、貯蔵穴の西側に幅 35～ 40 cm、 高さ 8 cmの隆帯が認められる。住居跡の埋積土は暗灰褐色土の単層で径 5

～10 mmの 淡黄褐色土塊を少量含んでいる。また、東壁側中央には多量の焼土を確認し、南側の床面では炭化

物が認められた。炭化物は細片化しており、大形の炭化材は認められなかった。ここから出上 した遺物は多少

の火・熱を受けていた。本跡は焼土・炭化物 。遺物の状況から、住居廃絶後に火災にあったものと推定される。

遺物は、高邦(5)は杯部が南東隅の床面より出土し、脚部が貯蔵六より出土した。また、南東隅の炭化物層下

から半分に欠けたガラス小玉(23)が出土した。

第 6図 2号住居跡
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第 8図 2号住居跡出上遺物 (2)

3A号住居跡 (第 9～ 11図、第 3・ 17表、図版 2・ 6・ 7・ 13)

本跡は中央区の南端、南区の西端、G～I-1～ 3グリットに位置し、2号住居跡に切られている。また、下

位には建て替え前の 3B号住居跡が重複している。平面形は北西隅が 2号住居跡に切 られ、北東 。南西隅が

調査区外であるが、ほぼ隅丸方形と推測される。規模は南北 7.3m、 東西 7.6mと 今次調査で確認した最大

のものである。主軸方位は N-18° 一W。 確認面からの深さは平均 18 cmで 、壁はほぼ垂直に立ち上がる。床

面は 3B号住居跡を埋めて造 られ、厚さ 2～4 cmほ どの貼 り床が認められた。また、3B号住居跡にかかる部

分以外のところでは地山を掘 り残している。床面の状況はほぼ平坦で、貼 り床部分が硬化している。床面には

柱穴が 4日、南側中央には出入 り日部と推定される小穴 1日 を確認した。柱穴は径 30～ 40 cm、 深さ 19～ 47

cm。 出入り回部の小穴は径 45 cm、 深さ 20 cmで ある。また、中央北寄 りに径 50 cm、 深さ 14 cmの 掘 り込みを

確認した。その位置から炉と考えられるが、焼土や焼けて硬化した部分は認められなかった。この掘り込みの

周囲、径 150 cmの範囲の床面上に炭化物を確認した。埋積土は淡褐色土を含んだ灰茶褐色土を主体とし、人

為的埋め戻しが東側から行われたものと判断された。遺物の多くは床面直上と床面上 10 cmか ら出土し、破損

品が多く完形品は認められなかった。遺物の中には多少の火・熱を受けた物があることや埋積土中に炭化物が

やや多く含まれることから、住居廃絶後に住居内で廃材を燃やすような行為があったものと推察される。

ｍ

０．］マ下
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3A号住居跡埋積土
1.暗灰褐色砂質土 (白色微砂、径 3～ 5 mm淡掲色土塊を多く含む)

2.暗灰褐色砂質土 (径 5～ 10mm淡 褐色土塊少量、淡掲色斑、炭化物が多く下位に堆積する)

3.暗灰褐色砂質土 (径 3～ 1 0mm淡掲色土塊多量、灰色砂少量含む)

4.暗灰掲色砂質土 (白色微砂多く、径 2～ 3 mm淡褐色土塊、径 5 mm黒色土塊少量含む)

5.暗灰褐色砂質土 (径 10～ 15mm淡褐色土塊多く、径10mm黒色土塊少量含む)

6 灰茶褐色砂質土 (径 3～ 5 mm淡 褐色土塊少量、炭化物若干、灰色砂少量含む)

6 灰茶褐色砂質土 (径 3～ 5 mm淡褐色土塊少量含む)

7.黒色砂質土
8 灰茶褐色砂質土 (6層 に比べ淡褐色土塊がやや少ない)

9.灰茶褐色砂質土 (6層 に比べ粒子が少なく、やや暗い)

10 灰茶褐色砂質土 (炭化物多く含む)

11 灰茶褐色砂質土 (径 3～ 10mm淡褐色土塊多量、炭化物少量含む)

12 灰茶褐色砂質土 (径10～ 15mm淡褐色土塊多量に含む)

13 灰茶褐色砂質土 (粒子少なく、炭化物多い)

14 黒色砂質土
15,暗灰褐色土 (径 10～ 20mm淡掲色土塊多く含む、貼り床)

第 9図 3A号 住居跡
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第 11図 3A号 住居跡出上遠物 (2)

3B号住居跡 (第 12・ 13図、第 4・ 18表、図版 2・ 8・ 13)

本跡は中央区の南端、南区の西端、G～I-1～ 3グ リットに位置する。3A号住居跡の建て替え前の住居で

ある。3A号住居跡と同じく北西隅が 2号住居跡に切 られ、北東隅が調査区外に延びている。平面形は隅丸

方形を呈し、規模は南北 6.6m、 東西 6.8mである。壁はほぼ垂直に立ち上が り、確認面より深さ45 cmで あ

る。床面はほぼ平坦で、中央付近を中心に硬化面が広がっていた。住居の北側と東側で掘 り方が確認でき、北

側では床面より7 cmほ ど掘 り込み、黒色土で埋め戻されていた。柱穴、出入 り口部の小穴、炉などは認めら

れなかった。埋積土は暗茶褐色土を主体としている。東側では暗茶褐色土と淡褐色上が交互に堆積し、人為的

な埋め戻しが行われたと判断される。

4号住居跡 (第 14図、第 5・ 17表、図版 3・ 8・ 13)

本跡は中央区の南東隅、H-1グ リットに位置する。大部分が調査区外にあるため、平面形・規模共に不明

である。平面形は南東隅の形状から推して隅丸方形と考えられ、大きさは南北 3.8m、 東西 1.6mを確認し

た。住居東壁はやや外傾して立ち上がり、深さは 34 cmである。床面には硬化面は認められなかったもののほ

ぼ平坦である。南西隅で小穴を確認し、貯蔵穴と推定する。径 58× 64 cmの 精円形で、深さ 57 cmで ある。埋

積土は暗茶褐色土・茶褐色土で、自然堆積である。遺物は貯蔵穴内部の中位から土師器の甕(7)の 体部片が出

土し、同一個体の日辺部片(6)が調査区際の確認面付近より出上した。その他の遺物はほとんどが 1層中から

の出土である。

5号住居跡 (第 15図、第 6表、図版 3・ 9)

本跡は南区の中央、I・ J-3・ 4グ リットに位置し、住居跡の北東隅を確認し、大部分は調査区外に延びて

いる。住居跡は南北 2.3m、 東西 3mを 確認し、平面形は隅丸方形と推察される。確認面からの深さは平均

26 cmで、壁は垂直に立ち上がる。壁下に壁溝が認められ、幅 20～ 30 cm、 深さ 5～ 10 cmである。床面は調査

区壁際で確認し、ほぽ平坦である。壁際には溝状の掘り込みが認められ、壁溝上場より幅 85 cm、 床面よ り深

さ 14 cmである。北東隅では精円形の掘 り込みを確認し、大きさは径 80× 85 cm、 深さ 17 cmで ある。埋積土

は灰褐色土・暗茶褐色土・茶褐色上である。特に 12、 13、 14層は淡褐色土塊を多く含み埋め戻し状態を示

していた。遺物は北東隅の掘 り込み部分の埋積土中位より、土師器の台付甕(6)が破片の状態で纏まって出土

した。

-13-
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第 13図 3B号住居跡出土遺物 (2)

マ |フ 3

4号住居跡埋積土
1.暗茶褐色砂質土 (酸化によりやや赤化、砂を含む)

2.暗茶褐色土 (径 5～ 10mm淡褐色土、炭化物少量、粗
砂を多く含む)

3 茶褐色土 (締 まりなし、径耳0～15mm淡褐色土塊多く
含み黒色土混じる)

4 茶褐色土 (締 まりなし、淡褐色土少量混じる)

第 14図 4号住居跡・出土遺物

-15-
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283.5rn

5号住居跡埋積上
1.暗灰褐色土 (現耕作土)

2 暗灰褐色土 (締まる、酸化により赤化する、径3～ 6

mmの礫を含む)

3.暗灰褐色土 (締 まる、 1層よりやや明るい、厚さ1～
2 cmの 砂 (径02～2mm)の層が 3枚堆積する)

4 暗灰掲色土 (3層 に比べやや酸化による赤化が認めら
れる)

5 暗灰褐色土 (や や粘性のある黒色土塊を多く含む、若
干酸化による赤化が認められる)

6 茶褐色土 (締 まりが強い、径 2～ 5 mm淡褐色土塊を少
量、炭化物を若干含む)

7 暗灰褐色土 (4層 より暗く、径05～ l mmの 砂を若干
含む)

8 灰褐色土 (締 まりがない、径05～ l mm淡 褐色土を若
干含む)

9 灰褐色土 (締まりがない、径 2～ 5 mm淡褐色土塊、炭
化物少量、05～ l mmの 砂が混じる)

10 灰褐色土 (締 まりがない、 9層よりやや明るい、径 5
mm淡褐色土塊多く含む)

茶褐色土 (径 5～ 10mm淡褐色土塊、黒色土を多く含む)

暗茶褐色土 (径 2～ 3 mm淡茶掲色土塊、炭化物少量含
む)

暗茶褐色土 (径 5～ 1 0mm淡褐色土塊、炭化物含む)

暗茶褐色土 (径 5～ 1 0mm淡掲色土塊、径2～ 4 mm黒色
土塊多量に含む)

茶褐色土 (黒色土多く、径1 0mm淡褐色土少量含む)

2m
１

２

　

３

４

　

５

が く2

牌 73

磐魏75

15図 5号住居跡・
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2.方形周溝墓

2号方形周溝墓 (第 16・ 17図、第 7表、図版 3・ 9)

本跡は中央区の中央南寄 り、F・ G-1～3グ リットに位置し、西側の約 1/2が調査区外に延びている。北

東が 1号住居跡、南西は 2号住居跡に切 られ、中央より南側は旧耕作により削平されていた。平面形は隅丸

方形で、南北推定 6.3m、 東西 6。7mで ある。主軸方位は N-23° 一W。 外周には幅 1～ 1.4m、 深さ 17～ 31

cmの 溝が廻 り、北東隅は切れている。ただし、北・西側は調査区外で確認できなかった。北東側は 1号住居

跡に、南西隅は 2号住居跡に切られ、壁の立ち上がりは不明である。この溝の三方の隅で小穴を 3日確認し、

大きさは径 30～ 55 cm、 深さ48～ 59 cmで ある。位置から住居の柱穴とも考えられる。上面が削平されていた

ことから、遺物はそのほとんどが元位置を留めてはいなかったが、器台の受け部(1)が東側の溝内より出土した。

2号方形周溝墓埋積土
1 暗茶褐色土 (淡褐色土多く、炭化物少量含む)

2 暗茶褐色土 (径 5 cmの 淡褐色土、黒色上含む)

3 茶褐色土  (径 3 cm淡掲色上塊微量含む)

A´
ト

Ol

A二283.3m

す         す       壁
々

第 16図  2号方形周溝墓
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第 17図 2号方形周溝墓出土遠物

3.土坑

1号土坑 (第 18図 )

本跡は北区の北西隅、A-4グ リットに位置し、西側に小穴が隣接

する。平面形は精円形、規模は上面 73× 52 cm、 底面 47× 35 cm、 深

さ21 cmである。壁はやや外傾して立ち上が り、底面はほぼ平坦であ

る。埋積土は暗茶褐色土で淡褐色土粒、炭化物を少量含んでいる。西

側に隣接する小穴と共に遺構は調査区外に延びている為、その性格は

不明である。また、試掘調査において 2号住居跡出上の婉(7-2)と 同

種の土師器婉が出土している。

＼

4.溝

1号溝 (第 19図、図版 3)

本跡は北区の北端 A-3～ 5、 B-3～ 5グ リットに位置し、両端は東西の調査区外に延びている。北側約 1

mに 1号土坑が隣接する。長さは 8mを 確認し、上幅 55～ 75 cm、 下幅 10～ 20 cm、 深さ 40～ 60 cmで、断

面は V字状をしている。本跡は淡褐色土 (地山)を掘り込み、底面は西から東に向かって傾斜している。た

だし、A4グ リットの長さ 1.5mの間は砂礫層が露出していた。埋積土は径 5～ 10 mmの 淡褐色土、黒色土の

塊を含んだ締まりの無い暗褐色土を主体とする自然堆積である。なお、水流の痕跡を示すような堆積物は認め

られなかった。

2号溝 (第 19図、図版 3)

本跡は中央区の中央、D～E-2～4グ リットに位置し、両端は東西の調査区外に延びている。長さは 5,7m

を確認し、上幅 75～ 85 cm、 下幅 8～ 20 cm、 深さ 43～ 52 cmで ある。断面は V字状をしている。底面は西か

ら東に向かって緩く傾斜している。埋積土は砂で酸化により赤化していた。遺物は縄文土器片、弥生土器片、

土師器片が出土しているが、埋積土の状況からいずれの遺物も本遺構に伴わないものと判断される。

―
♀ ::11世

第 18図  1号土坑
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1号溝埋積土 A― A′

1 灰掲色砂質上 (包含層)

2 暗褐色上 (径10mm黒色土塊少量含む)

3.暗褐色土 (径 3～ 5 mm淡褐色砂質土多く含む)

1号溝埋積土 B― B′

1 灰褐色砂質土 (包含層)

2.黒色土 (炭化物少量含む)

3 暗茶掲色砂質土 (径 2～ 4 cm淡褐色上塊多く含む)

4 淡掲色土 (径 5～ 10mm黒色土塊少量含む)

5.暗掲色土 (径 5～ 10mm黒色土塊、淡褐色土含む)

ヽ

＼

Ｂ
一

一
I

~   283.2rn

2号溝埋積土
1 表土
2.暗灰褐色土
3 灰褐色上
4.灰色砂
5 灰色砂
6.灰褐色土
7.黒色土

?11… :  2評

(砂粒多い)

(粘性あり、砂粒を少量含む)

腰 箔ヒ室とき慧,を
する、経04～ l mm粗 砂を少量含む)

(粘性強い、淡褐色土塊含む)

(粘性ややあり)

第 19図  1・ 2号溝
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第 3章 その他の出土遺物
本調査区では、古墳時代の集落が廃絶した後、耕作による切土整地が行われた。その覆土中には縄文時代か

ら中世に至る種々多様な遺物が包含されている。第 20図 は第 21～ 24図 に図示した遺物のグリット毎の出土

状況を表したものである。南に向かって緩く傾斜する地形を切土整地しているため、遺物は調査区の南半部に

集中している。以下に概要を記し、個々については表記した。

縄 文 縄文時代の遺物は前期から後期初頭にかけてのものが出上している。第 21図の 1～6は諸磯式期、

7～ 12は格沢式期、13～27は勝坂式期、28～ 44は曾利式期、45は称名寺式期の上器である。第 22図の 1

～4は石鏃、5は石鏃の未製品とも思われたが重さ 。形状から小型石匙とした。6は調整痕の認められるフレー

ク、7～ 13は打製石斧、14は磨石、15は石皿である。8の打製石斧は刃部が黒く変色 し、顕著な使用痕を残

している。11～ 13の打製石斧は両端を欠損している。

弥 生 1～ 3の 日辺部と 8の上端に波状文を施している。3・ 8の頸部には横走文、7は簾状文が施されて

いる。4～ 6の 日縁部はキザミが施される。9～ 13は体部に波状文が施される。Hは割れ日の左右に擦られた

痕跡があり、砥石として再利用されたものと推定される。14～ 18は赤彩されている。

古 墳 2は頸部外面に隆帯を貼 り付け、クシ状工具による交互の刻みを意匠している。3・ 4は外面にク

シ状工具により横位の 「ハ」の字状文が施されている。

古 代 不類(2～4)は底部ヘラ起しで、3の底部は畳状の圧痕が認められる。5はいわゆる甲斐型土器で、

内面と高台内面にミガキが施される。9は甕で日辺部外面に稜を持つようなタイプは 8世紀代よりあらわれ

る。

中 世 土師器皿(1)は ロクロ成

形で、体部が内湾ぎみに立ち上が り

日辺部がやや外反し、いくぶん厚手

の作りをする。2は瀬戸産、3～ 5・

11・ 12は美濃産、9は常滑産、8。

10は在地産、6・ 7は舶載の磁器で

ある。2・ 3・ 4。 12は灰釉、5。 11

は鉄釉。6は白磁のⅣ類、7は高麗

青磁。舶載の磁器は 11世紀中頃か

ら 12世紀、そのほかは 15世紀か

ら 16世紀初頭のものである。

特殊遺物 1は下端部にナデが施

され、上端に剥離痕が認められる。

台部の破片かと思われるが、器形は

不明である。2は重 り部分を欠損し

た分銅形土製品と考えられる。3は

土師器甕の頸部を円形に成形して作

られた円盤である。4は剣形石製模

造品で、穿孔に 2度 も失敗するな

ど製作に不慣れな点が認められる。

5は緑色凝灰岩、6は鉄石英で、と

もに装身具の原石である。5は弥生

時代の玉造の技法による剥離痕が認

められる。
● 縄文 ▲弥生 ■古代 ★中世

第 20図

-20-

9          19m

調査区内出土遺物分布図



騨以

胞
＝
綿

イ

６

２２
髯

Ｆ

‐‐
３．
、江

６２

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

１

几
／
　

２５　
嗣
判
―

式
日
丘

轟
一
期

絲

第 21図 調査区内出土遺物

-21-

0                  10cm

(縄文 1)



一

彊 と
な 督 単

一

‖

▲

恣 せ
し さ

さ )ぐ 炎

力

_↓

∴

⇔       1
⇔    2  0   3

⇔    5  <≪こここゝ ♀l i,1ドm

―
%中沙
⇔            4

9  1 , 1    5,m

Ａ

仰

Ｍ

円

Ｕ
一

太

――‐

――‐

―キ‐

Ｗ

Ｖ

一

全    12

91 1 1 1 1    10Pm

第 22図  調査区内出土遺物 (縄文 2)

-22-

◆



弥 生

甥 75

華

寺 感葵r8器が
＼

9`f建、荀

714/狂 5

(キむX 7
一で

、

翼′16禁禁萎=卦 17｀く―樗0

＼   /4
と

′

―

ヽ

1

＼くミミミ:::三二[易 十三竪

r 緯
＼

―
|  な

導縦‡ヽ贈彗彗諄
=擦

輩霞麟離難離難■縦‡離導路整経醸離単韓 継彗韓難‖鶴報盤建諄韓整競議謝盤難霊彗臣華導策嶺::■篠轟

古墳

難露露縦報籠:鵡露難 4醐 韓謝熙雛競璃韓講韓 :離革報帥 :辮講鞘:難報露露群鞘鶴翻躍聾離 繋理盤:観螂

第 23図 調査区内出土遺物 (弥生・古墳・古代)

卸
レ|:::::iiii''″

Pノ

3

古代

二

-23-



中世

沙

／

1

 `                      /3

咽 /プ
′
6

10cm
l  

・
  |  |  :          I

〇 潔珂2

第 24図 調査区内出土遺物 (中 世)

-24-



員1-圃個 鰯]影 3

(I〕    2    9it.:1    1中H

◇

鬼 鶯 陽鬱
(ζζ≪S)〉               6

呻
Cm

”】】｝‐一
フ

性とュコ_、と____型rm

第 25図 特殊遺物 (■・石・ガラス製品)

-25-



第 4章 ま と め

今次調査区の主体は古墳時代前期の集落跡である。その他、縄文時代前期から中世にわたる遺構・遺物を確

認した。そこで、若千であるが各時代の概要を以下に略記する。

縄文時代

今回の調査では遺構を確認することはできなかった。今回の調査で得られた資料は旧耕作による二次堆積層

からの出土で調査区内に遺構を想定できるものではなかった。出土した遺物は、前期諸磯式期をはじめ、中期

格沢式期、勝坂式期、曾利式期、後期称名寺式期に及んでいる。この中で、曾利式期の土器の出土量が最も多

く、また、石鏃、打製石斧、磨石、石皿などの石器類の出土も比較的豊富である。よって、今次調査では遺構

を確認することはできなかったが、末法遺跡内に縄文時代の人 の々定住を示す遺構が存在することが予測される。

弥生時代

今次調査では縄文時代同様、遺物は出土したが遺構を認めることはできなかった。出土した遺物の大半は後

期のもので、赤彩された土器の中には北陸系のもの (第 23図 弥生 16、 17)も 含まれる。これらの資料から

末法遺跡内にも遺構の存在が推定でき、また、今次調査で確認された古墳時代前期へ移行する時期のものとし

て重要である。

古墳時代

確認した遺構は住居跡 6軒、方形周溝墓 1基である。また、埋積土の状況から判断される 1号溝、試掘調

査で古墳時代の土器が出土した 1号土坑も同時代のものと推定される。当地域において古墳時代前期の時期

を決める上で重要なポイントとなる遺物に S字状日縁台付甕 (以後、S字甕とする。)がある。当地域の S字

甕については小林健二氏の詳細な分類があり、これを参考にする。以後、小林分類 。□類と銘記する。

住居跡 6軒を確認した。そのうち S字套の出土した住居跡は 1・ 3A・ 3B。 5号住居跡である。1号住居跡

出土の S宇甕は日辺部の外反が緩く、内面上端に沈線を持つものが認められる。また、体部上半のヨコハケ

が認められず、ハケメのみである。 (小林分類・Ⅲ類)そのなかでも 10は特に日辺部上半の間隔が広く山陰

系の日辺を呈している。 1/1ヽ 林分類・Ⅲ e類)3A号 住居跡出土の S字甕は日辺部が外傾し内面上端に沈線を

持ち、体部上半部に最大径を持つ大ぶりのものと、日辺部がやや立ち上がり、体部中位に最大径をもつ小ぶり

のものとが混在している。3号 B住居跡出土の S字甕(19)は 日辺部がやや外傾し、体部にヨコハケが認められ

る。5号住居跡出土の S宇甕(6)は 日辺部上半と台部を欠損するが、日辺部中段が大きく発達した山陰系の大

形品と推定される。 (小林分類・Ⅲ e類)その他、S字甕の出上してない住居については、2号住居跡の婉(2)

は内湾傾向にある。高邦(5)の 脚部が短脚化傾向にあり、高杯(6。 9。 10)は杯部 。脚部に段を有する。また、

文様を意図したミガキが施された遺物(5。 6・ 9。 10。 12・ 13)が認められる。4号住居跡は S字甕が出土し

ていないものの高杯(1)の 形状が 3A号住居跡のものと類似するため、平行関係にあるものと推定される。

次に住居間の切り合い関係を整理すると、2号住居跡は 3A号住居跡・2号方形周溝墓を切っている。3A
号住居跡は 3B号住居跡が建て替られている。また、5号住居跡はほとんどが調査区外にあるが外周に掘り込

みを持つ形態が類似し、方向も一致する。

方形周溝墓 1基を確認した。2号方形周溝墓は全体の半分ほどが調査区外に有 り、上面が削平されていたた

め確認できたのは周溝のみである。周溝は北東隅が途切れている。また、周溝内側の隅の三方 (も う一方は地

区外)に小穴が確認された。調査当初、方形周溝墓を想定した遺構はこれを含め 3基であった。しかし、1号

方形周溝墓(1号住居跡)は溝が廻 りながらその中に柱穴が確認され、中央から出上した川原石が火・熱を受

けていたことからこの川原石を炉石と判断し、住居跡に変更した。また、5号住居跡も当初は方形周溝墓とも

思われた。しかし、北辺に周溝状の掘り込みは持つものの、東辺には壁溝と考えられるものがあり全体に掘 り

込まれマウンドが判然としないため、1号住居跡と同形態の住居と判断した。以上のことから2号方形周溝墓

については形状から方形周溝墓と判断したが、住居跡の可能性も捨てきれない。
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以上、古墳時代の遺構について概略を記してきたが最後に各遺構の時期について『山梨県史資料編 2』 を参

考に説明を加える。小林分類・Ⅲ e類の S字甕を持つ 5号住居跡はⅡ期(4世紀中葉)、 これと平行関係にある

のが 1号住居跡である。3A号住居跡は S字甕の形状や伴うほかの遺物との関係からⅢ期(4世紀後半～5世

紀前半)、 3B号住居跡は弥生土器や S字甕など多様な遺物が出土しているが、3A号住居跡が建て替えであ

ることから、さほど時間差のないものと判断される。2号住居跡は S字甕を含まず、高lTNの 形状と遺構の切 り

合いから判断して本集落で最も新しいⅥ期(5世紀中葉)と判断される。また、4号住居跡は確認した遺構の

規模が小さいことと遺物の量が少ないことから判断に苦しむところであるが、3A号住居跡との関係からⅢ

期(4世紀後半～5世紀前半)と したい。2号方形周溝墓は遺構の切 り合い関係からⅢ期と考えられる。また、

遺構は調査区の南西隅に集中して確認されたことから、集落の中心は本調査区の南西方と考えられる。

土器以外の古墳時代の遺物として管玉(1住 )、 ガラス小玉(2住)な どの装身具やその原石が住居跡や調査区

内から出上した。第Ⅱ次調査でも同様の石材 (珪化凝灰岩)が出土していることから、集落内における玉の生

産は想像に難無くない。

古 代

今次調査では遺構を確認することはできなかった。図示した遺物はほとんど8世紀代のものであるが、敷

島町内ではこれまで該期の遺構の調査例が少なく判然としない。本遺跡の北方に境を接する松ノ尾遺跡は平安

時代前期後半から後期を中心とした集落とされるが、これまで調査された部分が遺跡の推定範囲の中央部より

北側に限られている。過去の調査でこの時期の住居が確認されており、遺跡の中央から南側に奈良時代の遺構

の存在が推察される。したがって、今次調査で出土 した 8世紀代の遺物は地形的に見て本遺跡内に帰属すべ

き遺構を想定するよりは松ノ尾遺跡からの流れ込みと考える方が妥当と思われる。

中世以降

今次調査で中世と断定できる遺構は確認されなかった。しかし、縄文から中世までの遺物を包含する耕作痕

やそれに切られる 2号溝は、当初近世以降のものと思われたが、その上層に数回にわたって河川の氾濫を受

けた痕跡が認められたことや近世以降の遺物を含まないことから近世より下るものと判断される。耕作痕の覆

土より出土した中世遺物は土師質土器、瀬戸・美濃の陶器片、舶載の磁器 (白磁・高麗青磁)な どである。遺

物の時期は国内産の土師質土器や陶器片が 15世紀から 16世紀初頭、舶載の磁器は 11世紀中頃から 12世紀

である。建物跡のような明確な遺構を確認できず、中世遺物の所属をはっきりと掴みきれないが耕作痕や 2

号溝が近世以前のものであれば出土遺物から 15～ 16世紀と想定される。国内産と舶載の磁器の間にはやや時

間のずれは有るものの舶載の磁器は数が少なく伝世品の破片 (特に高麗青磁は破損した後、割れ日を擦って再

利用した痕跡が認められる)と判断され、支障はないものと考えられる。

また、今次調査で出土した舶載の磁器のうち 1点は器形 。色調などから高麗青磁と判断 したが、山梨県下

では明野村深山田遺跡より 13世紀後半から 14世紀中葉の梅瓶の破片 4点が出土しているに過ぎず、検討を

要するやもしれない。

以上の如く今次調査では、古墳時代前期の集落を確認することができた。また、縄文から中世にかけての出

土遺物によって、遺構は確認されなかったものの近隣にこれらの時代に属する遺構の存在を推定できた。

敷島町においてはこれまで埋蔵文化財の発掘調査は町の担当職員によって行われてきた。 しかし、近年調査

件数の増大に伴って、はからずも調査を担当することになった。

本書を上梓するにあたり調査から報告書作成まで御指導 。御助力を賜つた多くの方々に感謝申し上げるしだ

いである。
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第 1表 1号住居跡出土遺物観察表

第 2表 2号住居跡出上遺物観察表

要
騨

口
巧
雌
鱚

種 別 器 種 推ヽ (cml 動 器 形 の 特 徴 整 形 の 特 徴 色  調 胎  土 備 考

1 C区 」 際 不

(154
体部上半

1/5
絶 密

珀象き脇

2 P6 珊 静 妥3)翻 受け部外面に明瞭な斃 もち、E
辺部は州受する。

口辺部ナデ、受け部外融 ケ

翔 、内面顔劇勝Mミガキ。
髄 良

3 Pr 鞘 静 郵葬租カ
受け部内外種武ガキ、中

つ 。

離 鱗

受け部に4▼しが認めらね

る。内面に煤が付着し、

火・表陸搬 )乱

4 D区 錦 重 日返撃郁1/5
日辺部外面中程に段を有し、ロ

縁部は直立す乱

為外面1こ文様を引図テぶガキが

雄 れる。外面の段にクシリu蓼
こよる刺突が横走ナa

絶 鱗 、【修輩聾詩医}

5 P8 珊 創 轄
体部上半

1ん

日辺部外面中程に政を持ち、ヽ

やPI・latる。日縁帥まE野翔乾

1/p。

日辺部工具によるナデ、体部列
面′サメ、内面積のヘラナデ。

外 :茶褐色、

内:灰渡色
鎮 母 加面1鬱静韓 筍

6 B区 瑞 能 日辺部片
日辺部外面中程に段を有し、日

辺部内面蜘陸1弱整崇う。

日辺部工具によるナデ、体部列

両′ヽケメ、内帥 竜
髄

粗く、金雲駐

釣 。

7 P2 鰐 能

(135
離 半

1/5

口辺部外面中程に段を有し、ヽ

や外反する。

日辺割罐サデ、体静斯諺 クヽメ、

内面縦の″ 。
縄

細砂・全雲
^家 釣 。

8 D区 端 鵡

(133

日辺部片

口辺部外面中程に段を有し、や

や外傾する。日辺部内面上位に

嚇 。

日辺部工具によるナデ、

面ハケメ、内面指頭圧痕、

ラナえ

翻
勝 絶

細砂・金雲式

家 釣 。

P4 鰐 離
体部と半

1/3

日辺部の下部は肥厚し、やや並

ち働 るゞ。

日孵 デ、体諦姑計 ケヽメ、

内面縦のガ 。
絶

粗く、金雲睦

釣 。

Ｂ，Ｄ

区
ILHM 離

t260

日芝繁刊キ
日辺訥ま組 、外面に2条の留

紳 。

口辺部外面ナデ、内面積の続
しミガキ。

外:黒褐色、

内:裡色
密皓雲母 欄 拗 塩

11 Pl ELS 甕

(13.2

体部上半
1/8

口辺帥ま外傾)乱

口辺部外面ナデ、内面ヨコハク

のちナデ、体部外面剰立縦のハ

ケメ、下位横のケズリ、内面ヘラ

ナ尤

絶

粗砂多く、雅
い。金郵臥イ

英

火・熱を受子ナ乱

番

号
雌
鱚

種 別 器 種 難 Kcnl 動 器 形 の 特 徴 整 形 の 特 徴 色  調 胎  土 備 考

1 P20 瑞 境
日辺翻まほぼ垂直で、底部は崇

や丸底であ乱
日船 デ、体部舶壺

"υ
。 髄 判的 ヽ

5.|

2 珊 塊 脚 中
口辺部はやや内湾、底訥まやく

瓶

日辺部ナデ、体部外面ケ翔 、疸

触 ツ キ。肺 に功鑢削閑の技

鰤 したミガキが継 れ乱

楊 後 虞榔 写
経 3捐イ主1と軸P23

色

3 C区 錦 坑 脚 中
日辺部内面に移を持ち、日辺割

は短く外湾する。

口辺部♭デ、体部外面ケ翔 、お

耐 尤
絶 密

4 嚇
穴

珊 娩

徹0

脚 守 日辺 ま外反す乱 絶 籐 火・認屹抑 )乱

5
P14,

28
珊 訪 効

不都外面に働 Wこ稜を持ち、「
辺部に向かつて外債する。脚謝

は「ノ均の字状に開く

脚部内面ケズリ、底面ナデ。外置

魏 び帯m画ま「―I」 字閃こ

文様を意図したミガキが施され

る。

絶 密
即部は火・熱を受け黒く

輿)てい&

6
Pll,

21
珊 訴

20.こ

瑯 ウ修
体船猫凱聾鋤ミ難初蕊められ、

日芝勢騨ま催勢ヽ 1こお膨争

"乱

日辺部外面ナデ、体部外面及

び、内面凸円こう$毯謝 したミ

ガキカ朔述協 。

υヒ色 鯰
火・熱を受け、内面に

"力W寸莱占■乱

7 B区 珊 訪 杯部1ん
体部外面に稜を持ち、日辺部門

外傾す乱

日辺部外面粗いミガキ、内面サ

ア 。

維 蹴 火帯彪授ける。

Pl 錦 謗 醐 /3
脚郎外面ジ キ、内面劇笠ナデ、

中 ケ 対 。

髄 密
3日の打Mゃ 火稼繕琴初

る。

瑞 訪 脚部とん
脚部外面に段を有し、「人」守ψ

lこ開く。

内面上位横のテめ 、下位ナデ。

外面に抑 したミガキカ潮

さオ蕗。

絶 密 火・熱を受け乱
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B区 錦 訪 脚 中 附錦外面に段を獅シ、屏駅。
外面tO跡建葉起したミガキカ鴻

さオ%。 内面下位ナデ。
髄 虫や

頓
メ゙ロ�ヽ

1

11 A区 珊 ′J燐
188

日乏鼻価叶 日辺訥也用賛井乱 夕礎ドガキ。 絶 密、赤色粒 火増睦摂け乱

B区 珊 /1燒

Gl
日辺部片 日螂 μ坤僚

'乱

内外面に文様を意区膨たミガキが

歴 オ%。
絶 密 火瑠む勲)a3

13 P24 」 朧 /1魔 体部片1ん 体帥ま球形である。
帥 に納∽鰤 したミ

ガキカ魂さ絡 。
雑 密

‐８

お

Ｐ

‐２

‐９

瑞 甕

(140
日辺部は「く」の宇状tジ桁老、宮

帥まやヽ副附 あれ

日辺部ナデ、体部外面ヘラケノ

ジ、内繭 ′＼ラナデ、頚部内涌

材 戎

外 :茶褐色、

内:灰禍色
糧い

P8 鋸 甕 1/2
日辺部は「く」の字状に夕脱 、月「

部が球形で、底静ま平坦である。

日辺部ナデ、体部如両ハケメ、お

陣 コハケ、底部外面ケ翔 。

褐色、一部員

色

壮1い、3mEIほと

い 。

火・卸を受け、変ンサiる。

躯
府

錦 甕 日辺部片

日辺部外両ハケのちナデ、内面

拗 ヘラナデ、体部外面′`

ケメ、内醇 コハケ。

絶 韓 仙 ヽ

Ｐ９、触
穴

瑞 甕
体部上半

1/3
月同剖,ま羽麟杉をする。

体部外面ヘカ か 、内面積のハ

ラナデ。
随 級

ヽ
、穣

Ｐ・

・５
鰐 甕

(15.4
体部上半

1/3

体部上半に最大径を持ち、日返

翻ま「く」クD峙乾組こ舛北時井乱

口辺部外面′ヽケメのち検ナデ、

内置瀬コハケ、棚 E予′ヽクメ、

内陣 コハケ。

睡 紗 獅 鞠 協

P21 鰐 甕 口毘募嗣叶 口辺部は「く」の争閃燒 日週競為直′ヽケメのちガ 。
外 :暗褐色、

内:灰白色
紗 、 穣 緬 イ鞠 協

拗 P2,4 瑞 甕 体部1/2
脚 が功朝♭とし、嬉語欄ま式"や力

厳 塊

体部外面中位ハケメ、下位及〔

底部ベタルリ、内両ハケメ。

外 :灰 白色、

内:岸顔語色

やや粗い、て

い 。

P3
導 チュ

ア鍔
ツ3 口辺部ナデ、内面指ナデ。

褐色、一部祭

色
約囮火白帥

4

P16
導 チュ

ア齢

5,

影 内け 。
褐色、一部弄

色
ム,頓 *゙Eヤ ヽ

■ 1

香

号

出 土

位置
種 別 器 種 維 ω 醐 立 器 形 の 特 徴 整 形 の 特 徴 色  調 胎  土 備 考

l P6 珊 坑 1/2
影 し、日辺部は若干内櫂

する。

外重膠¢ミガキ、内面めい勝つ )
博老モ熱郵助性彰がキカ功餞割ルる。

外:黒色、内:

随

密、翻 、全

雲母
2拝X主2と軸51

2 P26 珊 訪

(136

2/3

イ部は半球形をし、日縁部内顧
に稜を持つ。脚邸は建 く「人」互

宇槻こ開く。

日辺部ナデ、外面縦のジ キ、い

"裁

。

絶 密 附 イコ 乱7

3 P27 端 訪 勒
不部は半球形をし、日縁部内顧

イ勢 う。

口辺部ナデ、内面に文務を郡
したミガキカ雄 れる。

維 密

4 P15 瑞 訪 脚部1/2 齢鞘ま「ノ均の字槻こ開く。
脚部外面上位ケズリ、下位ミ党

キ、内面積のケ到 。
絶

範 、 麟

千

脚部に3日 の小子眺火

熱を勲)乱

5 P19 珊 訪 脚部1/2 曲鞘封封筋 らゝ隣く。 外種ミガ千、内面横のデる 。 随 範
〕日の月▼しが認めら加

る。

6 P21 珊 訪 脚部1/2 曲鞘ま「人」の字槻こⅨ 。
脚部外面上位ケ翔 、内面積のタ

か 。

髄 魏 、彗色輩蚕誦晨} 蜘 酬日の月▼L

7 P4 ELFM 訪 脚螂1/3 円培樹獣 きく「ノ均¢/1り単こ日く。
不部内面ミガキ、脚部上端ケ

ツ、ジ キ、内面僚の丁ハ 。
随

娑窮睡 、 斡

千

3日 の小孔が認めら瀬

乱

8 D区 ILS 謗 脚部上半 蜘 ま斡 孵 a 外面ミガキ。 睡
やや粗い、4
雲母

/」▼L

9 P20 錦 胎
受け部・台

剖■/2

受け部外面に段を持ち、台部肘

大きく「ノ彎の獣 に開く。

拗ナ部

"キ
、台須励伊

グ 。

lBa 密、軸

受け部と台部にそれて

れ3日の刀凱が訪 ら瀬

為(142)

第 3表 3A号 住居跡出土遠物観察表
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P14 聟 際 絡
抑)部・台
部 部

受け部外面に段を持ち、台部は

建 く「人」の字槻 こ開く。
郵サ剖ψジⅢ罰ミガキ。 髄 密、赤色泄少逗

受け細 こ4日 、台部に〔

日の4予D渤 鵜 。

ll 珊 絡 受け部院形

受け部外面に稜を持ち、日辺吉
が外傾し、口縁部内面に稜をP

口辺部ナデ、閣 ψ卜面ケ翔 、お

効 ミガキ。

外 :赤褐色、

内:黒色
密、金雲母

P10 饂 静 受け部院形
受け部外面に段を持ち、日辺吉

が外反す乱
日辺部ナデ、体部外面ケ翔 。 絶 密 火学整受け為

13 P5 端 胎
受け部外面に段を持ち、日辺剖
は外傾す&

口辺部ナデ、牌 レト砂 期 、お

面顔朔腺のミガキ、台部外面ミテ
キ、内面積のヘラケ翔 。

随 密 舗 に招発∃日のガ▼L

盤 /J魔 日辺部欠
口辺細W判民 体部は球形をし、
磨語Wま平判吼

口辺部内姑駄 体部外面縦の期
キ 剤ヽ 鱒 ガキ。

髄 密

P8 錦 壷
体部上半

1ん

口辺部は外傾し、体部は球形て

かる。
口辺船彰悔余ガキ。 ワ雛ヨ 密 火常彪受け為

P25 盤 壷 醐 キ 日辺部中期聾賜測めら協 。 頚部内面横のハケメ。 髄
級 、ヽ金雲酵

千
火常彪受け乱

C区 聾 隠 甕 日辺部片
口辺部意抹きく外反し、日縁部に

な 灌鮮壮う。

口辺部外面ナデ、下位´ヽケメ、″

酌 コハケ。
髄

やや粗い、亡

錆

P18 端 鵡 日辺紬 海
日辺部外面中程に段を持ち、日

辺訥まやや外反す為

口辺部工具によるナデ、体部刻

面ケ詞 のち粗いハケメ、内醐
ナデ、頸部内mF―Jコハ仇

髄 普通、金雲母4

B区 鰐 創 盤

(16d

日辺部片
口辺部外面中程に段を持ち、ペ
や外傾す乱

日辺部工具によるナデ、醐
面ハ歩 、内闘 め ナ戎

髄 鶴 、 熱
5

2Cl P29 鰐 剖 轄 日辺部1ん
日辺部外面中程に段を持ち、ヽ
や外傾す乱

口辺部チデ、体静噺砂 ケヽメ、お
離 ガ 。

髄 粗い、金雲母

P13 珊 智 盤 日辺部1/4
口辺部外面中程に段そ持ち、ロ

醐 醗朝る。

日辺部工具によるナデ、体部刻
面″ヽケメ、内醇 コハケ。

舶 黎射通 、 笞送軍尋母5`

22 P3 端 剖 糖 日芝弟制キ

日辺部外面中程に段を持ち、E
縁部内面に稜迭持つ。日辺部千
麒力MBF8B/p。

日辺部ナデ、体部如直′ヽケメ、お
耐 戎

髄 範 、 哲 】  星 罰 琺 緬 勢 鞠 憔ゞ

P17 聾 船 鶴

(171

日避都1/4
日辺部外面中程に段を持ち、こ

鰤 面t軒駆rもつ。

日辺部工具によるナデ、朝

藤ハケメ、内面指ナデ。
絶 普通、小雲母

塾 P12 盤 剖 罐

(18.2

日辺部片
口辺部外面中程に段を持ち、「
縁11罰

'ヽ

五I面�こご〔蛍ettFゎ。

口辺部ナデ、体部外面ハケメ、い

蝉
絶 魏 、 御

C区 瑞 封 堪 日辺部1/5

日辺部外面中程に段を持ち、ミ
や外傾する。日縁部内面に溺
力濡融めらオ%。

口辺部ナデ、陣 卜面ハケメ。 随 菌、金雲母 火学睦受け乱

26 D区 瑞 鵡

(14.0

日辺弟硼中

日辺部外面中程に段を持ち、冬
や外債する。日縁部内面に賜
力捐融めらオιる。

口辺部ナデ、脚 明面ハケメ、オ

麟 鵜 ヘテオえ
4Bt 普通、鎮 母3

D区 饂 台罐 台部1/2
台部|ま「人」の字状に開き、端闇
内凱こゥattl刀 訂ゞp心壱朔にX比

的 ケヽメ。 tBL 普通、金雲母7

(132

路 躍 鋸 創 鑑 鋤
台部は「人」の宇状に開き、端
内面に折近しが認めら″乱

台部外面上位ハケメ。 絶 普通、金雲母 泉・熱を受け&

29 B区 姓 訪 れリキ 坪報膝閉購臣ミガキ、脚部内面鴻サ
ア 。

髄 消Eし
ヽ 榊 勒

30 C区 推 訪 硼 キ
脚部外面上位に4条の沈線が匹

為
絶 魏 勅

A区 姓 壷 麟
体部外面に横の隆帯が付と、こ

れt翌条の縦の隆滞がつく。
撤 ガキ。 醜 密 勒

32 B区 姓 静 醐 中 外種ミガキ。 随 粕臣 ヽ 夕師疑満彩、/」▼L
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番

号
吐
罐

種 別 器 種 韓  (cml 離 剤 立 器 形 の 特 徴 整 形 の 特 徴 色  調 胎  土 備 考

1 D区 姓 奏 日辺部片 日辺部ま外巧孝れる。 外碩那就け患 内面ドガキ。 睡
普通、金雲ボ

少追

2 C区 姓 甕 口辺部片 日辺訥ま外傾する。 棘 は 内脈 ガキ。 随 範

3 A区 魅 甕 日芝秦羽叶 日潮 V歳的阪する。 夕触 決文、内藤 ガキ。 随 範

4 D区 姓 甕 醐 キ
外面上位横の沈線文、羽覇婢♭

文、崎 ナデ。
随 範

5 A区 姓 甕 醐 叶 外面波状文、内蔭 ガキ。 舶 魏 夕幅 1尊勒 ミ付 乱

6 A区 姓 甕 れリキ 外面浚伏文、内藤 ガキ。 髄 襲 外面上部に煤がイ→乱

7 C区 姓 甕 醐 キ 外面波状文、内藤 ガキ。 睡 調

C区 推 壷 日乏酔門キ
日辺部は範 、中程に段をF
つ。口縁部は]訴象りごCかる。

絶 醜 内知 ヨ芳眩

C区 姓 壷 麟 体部舶翻健煮 内面′＼ラナデ。 絶 酌 口辺部嚇

C区 Vt4 壷 研 僻 内 離 k肺 蔭 オ 免 絶 範

11 D区 鋸 甕 日辺部片 日辺翻ま弓なりtψ卜5郡L乱
日辺部当笠ナデ、外面下触
ヘラナデ、内面横のヘラナデ、

日縁部キザミ、秀串膨朴砂 スリ。

髄
普通、金雲だ

少量

A区 鰐 甕 日辺部片 日遇帥ま外反する。 日辺部上位ナデ、ヽ戦 ケヽメ。 維
やや粗い、7
入 長石

火寮セ受け乱

Pl 鰐 甕

(13.6

日辺部片 日辺納ま外反する。
日辺部ナデ、体部内面横のケヌ

リ。
絶

粗い、金雲母、
1～鈎耐睦舞ヽ火鞍陀授け乱

躯 端 壷 日辺弟羽中 日辺部外画こ険掛守曳 ナ元 髄 光巳ヤヽ

C区 甥 重 日辺部片 日辺部外面1"。 ナ元 随 粗い

C区 珊 重 口辺部片
口辺部は外反し、日縁訥ま醸
する。

内外面ナデ、外面下位′ヽケメ、オ
面積のケ翔 。

り臨 く,く,判や ヽ

17 A区 珊 鵡 口辺部片 口辺割ψH面 1こ騨塗J寺イ兆
日辺部ナデ、体部外面ハケメ、こ
コハケ。

睡 普通、金雲母

A区 ILH際 鶏

(l■9

口辺部片 日辺部外画 ヨ隣掛守曳
口辺部ナデ、体帥噺砂 ケヽメ、い
酢ジナデ。

絶 娑景通 、 るJ冨副母

定 鰐 剖 糖 日辺部V4 日辺部外面イ

"。

口辺部ナデ、体部外面ハケメ、こ
コハケ。

髄 範

20 B区 銚 線 日逆弟制キ 日芝陪移

"罰

tヨ段を審帝)。 口辺部ナデ、偽訥噺諺ラヴ。 絶
やや粗い、全

雲母

D区 盤 龍 口辺部片
日辺部は外傾する。日縁部外顧
にめ られる。

内面ナデ、ジ キ。 絶 良、金雲母 欄 蜘 対温

22 A区 ILF略 鵡 日芝繋∪中
日辺部は外傾し、日縁部外面に

腕 焉改めら瀬ッる。
均面ナデ。

外 :黒色、内 :

髄

普通、金雲提

塘

23 P2 鰐 台艦 勒 台部は「人」 ク ケヽメゃ 絶 やや粗い

雲母4 内面に腿 力湘め ら癌 。

第 4表 3B号住居跡出土遺物観察表
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外面ハケメ、内面ヘラナデ。

第 5表 4号住居跡出土遺物観察表

雌
健

ね重 男ll 器 種 ・|}寸七【 (m) 期 器 形 の 特 徴 整 形 の 特 徴 色  調 胎  上 備 考

l P9 ILH隠 前
不部は半球形をし、日縁部内騒

にう懃と持イ)。
口妙 、内外面リ キ。 桃色 密 人・熱をづきする。

2 饂 訪 脚部1/2 蜘鞘士度箕「ノ均の字状にⅨ 。夕羅飛ガキ、内酎 紗 ケか 。 朧 魏
小孔が認められる。火・

熱と勲猛

8 鰐 静

G8
受け部1/4

体部外面t鶉 ち、日辺部

イ意夕H頃七
「

る。
絶 密

表闘肇滅している。火・

熱を郵サ乱

4 鞘 胎 台部1/4 台翻ま大きく「人」の期 こ開く。 内面棲のケぬ 。
外面:赤彩、お

面!黒緩庖

やや粗い、7
太 金雲母

〕日0/1▼L

珊 壷 日辺部1々
日辺訥まやや夕剛↓て立ち働

乱

内外面に文様を意図したミガキが

雄 オ化そえ
髄

密 、赤色粒窄

干

P5 珊 壷 日だ弟刊キ

やや外傾して立ち上がり、中お

で大きく外反する。頸部に粘1
紐を貼り付け、その上から斜E
の郷勅崩 抽丞^

外面ハケメのちミガキ、内面ミカ

塩
髄

粗く、長石、全

雲母を含む。

7
P6,

錦 壷 体部1//2
材端村ま磁 し、拒辞郭は式干や耳

らである。

体都外面上陣 コハケ、引立ミカ

キ、円笠狙いケる 、内面ヘラサ

デ、下位ハケメ、底静″つ。

触
級 、ヽ長石、全

雲母
6と軸

第 6表 5号住居跡出土遺物観察表

番

号
雌
健

種 別 器 種 貼ヽ (m 期 器 形 の 特 徴 整 形 の 特 徴 色  調 胎  土 備 考

1 瑞 甕 麟 日辺訥ま「く」の字状に外反する。
日辺部ナデ、体部外両ハケメ、お

H~●コ″ヽケ。
髄 微砂、金雲母

2 珊 3罐 硼 叶
日辺部外面に段を持ち、/1・TIB

為
口け 翻ヽ 膨 ‐ ゝ芍 髄 微砂、金雲母

3 珊 封 鎗 麟
口辺部外面に段を持ち、夕H頃す

る。
日辺席 。 髄 細吹 金雲母

4 靭 創 罐 嚇
日辺部外面に段を持ち、外慣す

乱
口辺部ナデ。 離 隧 外爾3時可↓乱

5 錦 能 硼 キ
口辺部外面に段を持ち、外傾す

乱
日辺部ナデ。 離 敵 穣

6 鋸 鵡 体部1/2
日辺部下端に二条の段を持ち、

脚 ま上傘コ酌駿赤ね能勢寺つ。

日辺部はナデ、体部外面ハケメ、

内融 指ナデ、台部外面′ヽク

メ、内面隣抄巧売

髄 硼次 金雲母

口辺部と、台部が欠損と

たのち、2久使用さ油

&

第 7表 2号方形周溝墓出土遺物観察表

番

号
雌
縮

れこ男ll 器 種 韓 lcm) 帥 器 形 の 特 徴 整 形 の 特 徴 色  調 】台  上 備 考

1 鞘 静

(100)

郵)部1/3
体部外面に段を持ち、日辺部は

外反す乱

日辺部ナデ、体部外面ケ翔 、お

面も碑塩
髄 密、赤色粒 内蔵

2 珊 訪 口辺部V5
体部外面に稜を持ち、日辺部聘

外反す乱
均刻隠罫影併や。 施 密 婉

3 那 壷 口辺部片 口辺訥V糊責■仇 υ墜ヨ
粗い、1～ 2硼

秒勢 、
火・熱を勲)鈎魔

4 鰐 甕 日だ秦刊十 日辺綿士縫:く外反す為
日辺部上位ナデ、外面下位ハク
メ、内面機のジ キ。

絶

粗い、2～ 3nM

の 砂 少 量 雀

帆
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5 鰐 甕 日辺部片 日辺訥ま是 く妨 る。
日辺部上位ナデ、外面下位^ク
メ、内随静コノ学。

髄
粗い、3～ 4nu

的 。

6 珊 甕 口芝弟刊キ 日辺部募
上位ナデ、下位ハケメ、内面ミカ

北
触

やや粗い、1～

硼 釣 。

香

号
出土理抹 種 別 器 種 韓

ｍ
部 位 助 ・緻 lal 整 形 (内 ) 色  調 胎  土 備 考

1 C-3Gr 緻 麟 体 鱒 絶 秋 全雲母

2 31D区 緻 鶏 体 朧
外 :褐色、内 :

里侮
砂惨 ヽ

8 21■A区 縄文 麟 体 触 髄 紗

4 3F■B区 緻 re4 体 髯雄 ・痘的文 絶 翻 糧

5 F-2CJr 緻 騨 帥 ▼ 激 縫 態 壌

6 B―骨 緻 船 鰤 韓
外 :茶褐色 、

内:黒色
翻

7 B― T」r 緻 麟 体 =角瀬慰 絶 砂私 笹 穀

8 lr■A区 緻 lel 体 =角烈陰蓼宝持し引き文 髄 砂 仏 票蜃 母

9 I-6Gr 緻 耕 体 三角魁廷患 ヤ軋 引き文 離 婉

I-3Gl・ 緻 鶏 体 馳 SIき文 駆 砂粧 騨

11 C-3Crr 緻 麟 体 持し引き女Rパ蕨 絶 翻

B-4Gr 緻 紳 体 j7951き文 離 腕 雲母

B-5CJr 緻 麟 体 敵 絶 砂粒

」-6GI 緻 麟 体 密帯+鋤 りも壊朧 触
細砂、石英、軍

母

C-8Gr 緻 麟 体 隣 、聴 り11寺 R杉ケ,費〔
外 :淡 黒 色 、

ジ司:男小瑠耐俸

砂粒、石英、宴

母

B-6CII 緻 麟 体 朧 絶 強 慕

17 B-5Gr 緻 騨 体 隆帯+朧 外 :褐色、内 :

塁 侮
眺

1仁 緻 麟 体 隣 、した露垢t〉〔 絶 細砂、金雲母

3r■D区 触 麟 体 朧 髄 粗砂、傘雪母

20 -6CIr 緻 紳 体 朧 髄 紗

I― 忠計 緻 麟 日辺 腿 随 細映 雲母

22 J―
-6Cと 緻 麟 日辺 隣 +朧 絶 騨 、 台 必 望 笥 呼

C―鯰 緻 麟 体 楕円区匝丈卿 髄
細砂、石英、軍

母

% C-6Crr 緻 騨 体 精円因町丈(沈篠幻
外 :褐色、内 :

朧
翻 (穣

H-3GI 緻 船 体 隣 十聴 髄 帆 雲母

26 正一Ⅸ計 緻 麟 IEf 1酸 純 翻

I-2CI「 緻 緋 lEf 声は 髄 雲母

28 H-2Gr 緻 麟 日辺 隣 髄
粗砂、石英、冨

母

D C-8Cr 緻 糾 体 雄
外 :褐色、内 :

馳
酌 、雲母

30 F-3Gr 緻 lCh 体 優す

`堂

蔀 RT Ⅲ+汁綿す 絶 級 雲母

3Br■C屋 緻 紳 体 健文(単節口0+隆滞 細 粗砂

32 H-2Gr 緻 緋 体 徽 +鮮 外 :黒褐色 、

内:裡庖
粗宏 纏 鶉

33 G-lGl・ 緻 ig・ 体 航綴甘 +峯綿マ 白色 搬 彗

34 I-5Gr 繊 麟 体 翔 誠 十籍 散 絶
粗砂、石芙、蟹

母

35 I-3CJf 緻 麟 体 瀬 白色 糸I顧少 、 穣

36 鮒田区 緻 麟 口辺 触 絡 砂私 穣

H-lGr 緻 糾 体 「ハ」の字状文
外 :黒色、内 :

随
繊 金雲母

38 I-4Gr 緻 麟 体 「ハ」の字状文
外 :黒褐色、
内:裾色

粗砂、金雲母

疑 3D区 緻 紳 体 ハ Iの割 憩 絶 翻

( 2'署L舅霊 徹 紳 体 ハ |の写状ま 絶 翻

1 F-2CJr 緻 糾 体 レ 」ヽの字状文 絶
細砂、石英、金

卦

金 B-4Gr 緻 騨 体 レ Jヽの銀
外 :灰褐色、

内:募詣色
眩 勢

43 H-2CJr 緻 麟 体 胡断環j魚 ア吐紋 υL色
粗砂、石英、写

母

44 3rD区 緻 紳 体 滅錦梵丈、刀】(文 睡 鯉 (傘奎母

も I-3Gr 緻 麟 体 雄 +網事〔(銅 離 糊 k響

第 8表 調査区内出土遺物観察表 (縄文 1)
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Iも | 1緻 1鵬 |&2引  1緻 (鰤嶋   |    1髄 1胞 |    _J

第 9表 調査区内出土遺物観察表 (弥生)

番

号
出土涎味 種 別 器 種 難

ω
部 位 整形・施文(州 整 形 (内 ) 色  調 胎  土 備 考

1 I-5Gl・ 帷 甕 口辺 腱 厳 髄 私 鎮 蹂

2 」-5Gr 推 甕 口辺 虎 厳 ナ デ 絶 範 、≦金華雲妻ド〕

3 G-2CJr 姓 甕 口辺 波膊 な欄 ま ジ キ 髄
やや粗く、纏

母含む。

4 H-3GJl・ 推 甕 日辺 ″ヽケメ、口縁部千ザミ 横ヘラナデ
外 :余 徊 色 、

内 漂 色
)レ

5 G-20 姓 甕 口辺 日縁謙時ザミ 絶 魏

6 G-lCr 姓 甕 日辺 日縁卸時ザミ ヘフナデ 髄
ミよく,欄&く 、鐘

輸 Ⅲ

7 F-2C.l 姓 甕 卿 I 娘 雌 絶 魏

8 B-4Gl 推 甕 卿 も 態 雌 随
やや粗く、提
瞭 すo^

9 H-lCrr 姓 甕 体 雌 ナデ
外 :褐色 、内 :

髄

式,転,X巳く、当ど髯

勁 。

G-lGr IY/L 甕 体 朧
外 :黒色、内 :

髄
範

41■ 推 甕 体 雌 ミメ井キ
外 :褐色、内 :

黒髄
範 砥た池して再訴1用さオしる。

1住D区 推 甕 体 雌 H凱腹誕二 l殷 ヽ

」-6GJr 姓 甕 体 鵬 醜
やや粗く、雲民

釣 。

14 G-lGr 姓 重 ぐ8 日辺 ミガキ+赤彩 施 調

G-2Gl IrFt 壷 日辺 痒
外 :赤、内 :捧

侮
判殷

ヽ

H-lGr 姓 饒 日辺 痒
外 :赤 、内 :乗

色
範 】縣

17
C-4、 G
-lGrr

姓 糸IIC 体 罷
外 :赤、内 1景

色
範 封ヒr≧至勇ミ

D-3GI・ 姓 訪 脚 ミガキ十赤彩
外 :赤、内 :種

色
魏 、 標

第 10表 調査区内出土遺物観察表 (古墳)

沓

号
当」 鱗 種 別 器 種 韓

⑪
部 位 勘 ・絶茂lal 整 形 (向 色  調 胎  土 備 考

1 F-3Gl 曽 朧 坑 口辺・体 縦のハケメ ヨコ″ヽケ 絶 紗

2 E-2Gr 瑞 重 日辺
ミガキ、クシ伏二勲こよる束
突 雑

やや祖い、全

雲母
火・熱を郵ナ乱

3 I-3GJr 珊 茎 体 クシ務ヨ拶謝な る】可lA文
外 :褐色、内 :

縄
普通、金雲母

4 H-lGr 珊 三 体 クラ/】犬I夢翌こよる】渤に文 ヨコハケ
外 :褐色、内 :

絶
魏 熱 3と F卜J値脇氏

第 11表 調査区内出土遺物観察表 (古代)

票
伸

口
巧

出土剤抹 種 別 器 種 韓
ω

部 位 勤 ・
触 m 整 形 (内 ) 色  調 胎  上 備 考

1 I-4Cr 鶉 蓋 庭
やや粗い、全

雲母
2 B一《} 鶴 不 卜 鰤 底部ハラ起し 艇 密、自色粒
3 I一 祇I 鶴 不 体・Iとよ:せF昼 灰色 沼台 、 掃 臀 ど J匡 喩郭に「 1 ハラ記号
4 B-5Gr 籍 不 廟 I 薄 レ 翔 青殖 密  (的 凋知 1也粕堅

5 G-2Crr 錦 諦 鰤 底鶏ψ醍誹臣 ジヽ キ 唖 ガキ 髄 密、釉 島モラをイ*つ
`齢

り出す_

B一家計 鞘 高台不 醐 灰白色 密

7 I-6Gr 鶴
ガ形高台

坑

口辺・体

部
日辺部が外側に抑 返す 庭 密

I-3Gr 鞘 重 187 日辺
外 :黒色、内 :

嗣
密併灰0

C-3Gr 籍 甕 日辺 随 密

第 12表 調査区内出土遺物観察表 (中世)

苔

号
喝凱 種  別 器 種

¬ 去

(m)
部 位 3//範文lal 整 形 (内) 色 調 胎  土 備 考

1 E-3GI 力汚 ■ /1X4L
8 4/
21 ロクロ赫胡久底判翻 髄 翻 、 ``ど 】:言旨言i`ミ〕l
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2 表 挿 擁 日辺 廟 朧 密

3 E-3Gr 難 /1X4L 醐 I 絶 密

4 C-3Gr 鶏 おろLIlll 日辺 廟 朧 密

5 D-3GjI 熱 天目坑 欄 I 鰤 髄 密

6 I-6Grl 白磁 皿 脚 黄白色 密 白磁Ⅳ類

7 H-lGr 鰤 航 廟 絶 密
体部の割れ日を擦めて、髪

塗つてい&
8 H-2Gr 駆

鍔
鉢 醐

外環輩色、
内:黒色

働

9 F-2Gr 絆 甕 脚 絶 紗

H-2fJr 螺
齢

片日鉢 日辺 縦のデハ
外:黒色、内:

梯
紗

11 表 難 「
強塁僚 目

均
劇 蜘 絶 働

C-8∈ 難
円盤 (平

鋪
脚 軸 朧 密

第 13表 調査区内出土遺物観察表 (土製品)

番 号 出土地点 種 男IJ 器 種 韓
ｍ

部 位 動 ・触 171・ l 整 形 (内 ) 色  調 胎  土 備 考

2卜 1 珊 随 翻 、銀 母

25  2 I-5C.r 駆輔
絶 糊 憎 漂 母

吊り下げの小7しが認めら珀
る̂

25--3 I-3Grr 鰐 鵬 ハケメ ヨコ″Yケ 随 触 額 日辺部の軸

第 14表 調査区内出土遺物観察表 (装身具)

番 号 出土地点 分  類 踏 lcm) 幅tcn) ,享さ(cm) 肇 lgl 石  材 欠 損 状 況 備 考

予-12 1住 笛 2∝ ( 125i 滑石片岩 薪 科 )剖割Nヽ為
8--28 2rp22 ガテ々よ逓 03質 008〔

"a

第 15表 調査区内出土遺物観察表 (模造品)

番 号 出土地点 分  類 振きさ (clnl 幅(cml 隧 lcnl 釜 ① 石  材 欠 損 状 況 備 考

翔 I-6し 父呻 2Z 2 2.53( 緑泥片岩 陸 頬 すa 1日の細 口の親 石伽ま朝 |1醜

番 号 出劃 煮 分  類 謎     (clll) 珈巨lcm) 月議さ (cnl 肇 ① 石 材 欠 損 状 況 備 考

2矛 l 割贅 区 磁 ■63〔 1腑 021〔 0,3d 騨 薪

22--2 I-4Gr 称 l辰 0,47 絡 錆

22  3 C-8Crr 磁 2α L61 052〔 133Z 慾 薪

22H 磁 24 17 0く 135t 翻 片脚央損
癖 H-lCJr 2鋭 213t 10.2〔 鮨

22 6 1 2Cr フレーク 3骰 221 11賓 8.2S 蜘 溌め魏 。
22  7 C一TJr 時 54 2粋 オッレシ/クコッレス 蝦

22 8 1住 螂 斧 V 約 レングロレス

22J C-8Gr 貯 1ぼ 安燃

22   1( 3儀 1 時 1 仔 鵬 刃麟

22 11 C-7CIr 瞬 脚 囃

2/1ι C-8Gr 瞬 1 駁 約 レンフrルス 帷

2片 1〔 I-3Gr 瞬 オッレシ■7‐/啄 F瞬
22 14 C一黎翫 願 冬 継

22 1t C一質計 石皿 281 花購 宅かの3を籍 る。

第 17表 調査区内出土遺物観察表 (石製品)

第 16表 調査区内出土遺物観察表 (縄文 2)

番 号 出土地点 分 類 盛 (all) 幅伍 )

'発
(cal 肇 ⑭ 石  材 久 損 状 況 偏 考

11‐貿 34差

`2
筋 507t 5X 48〔 確 鰐

14   8 41■ 下賄 1 箭 秘 下彰 拷 剣 議 る
25--7 B-5Gr 廊 61 421 騨 Ⅳ %面睦頬 する

第 18表 調査区内出土遺物観察表 (原石)

番 号 出捌 煮 分  類 長さ(ω 幅(cnl 隧 lcm) 襲 lgl 石  材 欠 損 状 況 備 考
5 13 硝£ 区 剥片 399 314r。 0.48 51優 期 碗 職 意 翻 軌 挑
13  25 3fLB D区 麻 2715 Ll 嬢 打ち欠いた痕跡は認めら耐まい。
廓 J― Jr 翻 十 2575 126 48α 薯 孵 自然面彦1画残し、1面 1こ剥離鹿があ乙
2r6 H 2Cr 剥 十 i565 144 542〔 嬢 片函こ自然面遊残し、片圃こ打ち欠いた鋤 ちる。
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図版 呵

(南東から) 北調査区全景 (西から)

中央調査区全景 (南から) 南調査区全景 (西から)

1号住居跡 (南東から) 1号住居跡遺物出土状況 (西から)

2号住居跡全景 (南から)
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2号住居跡遺物出土状況全景 (南から)



2号住居跡貯蔵穴 (南から)

図版 2

2号住居跡遺物出土状況 (南から)

3A号住居跡遺物出土状況全景 (南東から) 3A号住居跡全景 (南東から)

3A号住居跡遺物出土状況 (南東から) 3A号住居跡遺物出土状況 (西から)

3A号住居跡遺物出土状況 (西から) 3B号住居跡全景 (南東から)
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図版 3

4号住居跡 (南から) 5号住居跡全景 (北から)

5号住居跡還物出土状況 (東から)
2号方形周溝墓全景 (南東から)

1号溝全景 (西から) 2号溝全景 (東から)

調査参加者
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図版 4

1号住居跡出土遠物
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図版 5

2号住居跡出上遺物 (1)
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図版 6

2号住居跡出土遺物 (2)

3A号住居跡出土遺物 (1)
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図版 7

3A号住居跡出土遺物 (2)

11-26

10-18

11-28

11-27

11-31
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11-32



図版 8

3B号住居跡出土遺物

13-23

4号住居跡出上遺物

驚鰈

12-10

13-18

13-24

-43-



図版 9

5号住居跡出土遺物

2号方形周溝墓出土遺物

４

　

　

　

　

　

　

　

６
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図版 10

21-19

21-36

21-22

21-17

21-12

21-25
21-27

21-21

21-33 21-35 21-34

21-37



図版 11

22-3

縄文 2

22-2

21-43

21-44

22-12

22-13

22-10
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図版 12

弥生

23-2

23-5

23-3

23-8 23-9

23-13

23-10

23-12

23-17
23-15 23-18

23-1
23-3

23-2

23-2

23-7
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図版 13

中世

聡
２４．５

２

期
　　　　　　　　　　５．

土・石・ガラス

鶴
8-23

24-12部

11-33
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